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病
害
虫
管
理

増
や
さ
な
い 

病
気
の
防
除

糸
状
菌

風
媒

細
菌

水
媒

ウ
イ
ル
ス

虫
媒
ほ
か

雨でぬれる
ことにより
細菌が増殖

多量の降雨

水はけが悪く細菌が増殖

増やさない：病気の防除
防除Point

03

予察
病害の理解と観察

1 予防
発病しにくい
環境づくりと予防剤

2

治療
病害の特定と治療剤

3

振り返り
発生原因と
防除効果の振り返り

4

（例：温湿度管理ができていな
かったためうどんこ病が発生
した。湿度を保つ工夫や換
気を心掛ける）

予察1 病害の理解と観察

44

①風による伝染

②水による伝染

③虫による伝染 ウイルス保毒虫から
植物が感染する

胞子が発芽して
細胞中へ侵入する

胞子をつくり飛散する

飛散した
胞子が風で
伝搬される

細胞中で菌糸が
蔓延する

（潜伏期間）

発症し斑点ができる

感染植物上で孵化した
幼虫が保毒虫となる

ミナミキイロアザミウマによるキュウリ黄化えそ病のライフサイクル

土中や落葉下で
蛹化する

ウイルス保毒虫が
圃場内へ拡散する

感染植物上で
産卵をする

病原 媒介 図解病害とその原因（例）
地下部地上部

・胞子が作物の上に
落下して感染する

立枯性病害
白絹病等
・土壌中で菌糸が繁
茂し、根元から感
染する

・風雨により作物の
傷口から侵入する

青枯病等
・水により移動し、
根の傷口から侵入
する

対策対策

対策対策

・排水性の改善
・降雨前後の予防薬散布 等

対策対策
・害虫の駆除
・抵抗性台木の導入 等

・害虫の吸汁等で感
染する
・剪定ばさみに触れ
て感染する

えそ斑点病

・前作の残渣物にウ
イルスが付着し次
作の感染源となる

植物病害の
約８割

最多
・土壌消毒
・耕種的防除の導入 等

病害虫被害・生育状況・施肥内容・農薬使用記録などの
記録を取り、振り返りや次期作に活かしましょう！



沖縄県の予察情報は
こちらから

（病害虫防除技術
センター HP）

https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/byogaichubojo/index.html
https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/byogaichubojo/index.html
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失
敗
事
例

失敗事例と
その原因・対策

国頭マージでソルゴー播種をしたが、発芽が揃わ
なかった。

原因：pHが5.0の圃場だった。
土壌水分がばらついていた。

モデル圃場
で実際に

あった

  ＆ 農家
さんから聞

いた

対策

まばらに発芽した
ソルゴー

土づくり 失敗③

国頭マージでプラソイラを入れ、pHの低い土壌
が下から上がってきてしまった。

原因：土壌に合った心土破砕の方法を
選べていなかった。

対策

土づくり 失敗①

雨天の次の日にプラソイラを入れ、プラソイラが深
くまで入らなかった。

原因：雨によって土に水が多く含まれ
粘ってしまうため。また、土がぬかる
みトラクターが沈んでしまうため。

対策

プラソイラの刃が奥
まで入らず、凸凹に
なってしまった様子

土づくり 失敗②

定植後、窒素飢餓が起きてしまった。

原因：定植まで土が乾いた状態だった
ため、有機物の分解が十分に進まず、
窒素飢餓を引き起こしてしまった。

対策

右：窒素飢餓のゴー
ヤー（定植１週間後）

＼有機農家から聞いた／

定植前に有機質資材・有機質肥料の
分解を促進する方法

土づくり 失敗④

有機質肥料（菜種油粕）を基肥に用いたが、定植後の窒素の効きが
弱く初期生育に影響があった。

原因①：基肥施用後に灌水を行っていなかったため、分解が進んでいなかった。

原因②：有機質肥料の窒素の肥効率を考慮せずに施用した。

対策

対策

原因③：気温の低い時期だったため、地温が足りなかった。

対策

施肥管理 失敗②

灌水チューブから水漏れしてい
て、生育不良になった。

原因：有機質肥料液肥を使用した後、
チューブに有機質肥料が残りねずみ
にチューブをかじられてしまった。

対策

施肥管理 失敗①

定植後すぐの害虫被害が多く、初期防除が大変
だった。

原因：苗の納品後、施設外に置いたままにしてしまい、害
虫がついてしまった。

対策

病害虫管理 失敗④

ウイルスによる病害が多発してしまった。

原因：管理作業中に使用したハサミでウイルスが他の株
に伝染してしまった。

対策

病害虫管理 失敗③

太陽熱消毒を行ったが、効果がみられなかった。

原因：最初の温度確保が足りな
かった。またビニールに穴が開き熱
が逃げてしまった。

対策

穴が開いていないか入念
に確認。裾が開いていて
も熱が逃げるので、重石
（水枕を推奨）をする。

病害虫管理 失敗②

害虫被害が多かった。

原因：天窓、側窓などのネットに
穴が開いていて、そこから害虫が
侵入してしまっていた。

対策

空いている穴をテグスで
補修

病害虫管理 失敗①

青枯病が多発してしまった。

原因：青枯病が多発している知人のトラクターを使用した
ため、青枯菌が圃場に持ち込まれてしまった。

対策

ロータリーやタイヤに付いた土から菌
が持ち込まれる。

病害虫管理 失敗⑥

うどんこ病・菌核病等の病気が多発した。

原因：寒い時期に施設内の温度を保つため、施設内の換
気ができておらず、発病につながった。

対策

光の入る適度な葉かきで通気性を確
保。

病害虫管理 失敗⑤

農薬散布の効果が感じられなかった。

原因：同じ系統の農薬の使用を続けたため、薬剤耐性が
できてしまった。また、同じ作用効果の農薬の使用をした
ため、十分な防除ができなかった

対策

病害虫管理 失敗⑧

農薬使用回数が特栽の基準を超えてしまった。

原因：節減対象農薬（使用回数カウントのあるもの）を中
心に散布してしまった。

対策

病害虫管理 失敗⑦

p.28 参照

p.34 参照

p.32 参照

p.36 参照 p.36 参照

p.34 参照
p.11 参照

p.13 参照

p.17 参照

p.11 参照
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土
づ
く
り

特
栽
に
よ
く
使
わ
れ
る
資
材
一
覧

県内で入手可能な有機質由来の窒素を含む資材一覧

土づくり・要素欠乏等に利用できる資材例

モデル圃場で追肥に使用した資材例

有
機
質
肥
料（
固
形
）

有
機
配
合
肥
料（
固
形
）

液
肥

液
肥
（
化
学
肥
料
）

肥料
分類 資材名 備考

菜種油粕

魚粕

カニガラ

  米ぬか油かす

バランス

オーガニック853

オーガニック813

でいごグリーン1号

でいごグリーン2号

カニガラ有機

有機684号

有機706号

有機ペレット685号

みかん専用１号

マンゴー専用１号

土力全快

ネイチャーエイド

シィー・プロテイン

ナチュラミンゴールド

CSLリキッド333

はっする

はつらつ

バイオアミド

100

100

100

100

100

100

100

100

100

84

80

50

67

50

80

100

100

100

100

6

5

100

1

1.2

0.6

0.3

1.2

1.6

1.78

1.2

1.2

0.42

0.75

0.42

0.46

0.4

0.44

0.351

0.6

1.2

0.115

0.6

0.07

0.05

 

チッソは魚粕粉末より緩効性。
カリは水溶性で速効性｡

苦土、石灰、各種微量要素も配合された総合要素
入り肥料。育苗期から収穫期まで安心して使用で
き、微量要素欠乏対策にも有効 

果菜類等の果実肥大や品質向上に役立つ

ナス科の養分吸収バランスに近く、
カリが多い肥料

チッソが高い成分バランス

チッソとカリ成分が同等のV型バランス

定植時などでの活用。
リン酸を効かして根の伸長を促す。

チッソを効かせず、リン酸・カリを効かせたい
ときに最適。

有機JAS適合資材、魚液のアミノ酸資材、
リン酸蓄積の畑に最適。

有機質由来原料100％のペレットぼかし肥料。
発酵済みなのでガス発生少ない。

有機質由来原料100％のペレットぼかし肥料。
発酵済み。カリ蓄積の畑に最適。

カニガラ、米ぬか、骨粉、なたね油粕を配合
している。

なたね油粕、骨粉、魚粕を配合している。

なたね油粕、骨粉を有機質原料としている。

なたね油粕、骨粉、米ぬかを配合している。

なたね油粕、骨粉、米ぬか、魚粕を
配合している。

苦土入り、小粒のペレットなので
肥料散布機に便利

菌体入り高機能肥料。土づくり、有機物の分解促進、
一般肥料として活用。微量要素も含まれる。
使用後、即土壌混和が必要
原料は100％トウモロコシ由来。微量要素や各種
有機酸、ビタミンなどをバランスよく含んでいるため、
使用作物や時期を選ばず施用できる。

有機JAS適合資材、100％魚を原料とした液肥。
作物への吸収が早く、効率性に優れている

有機JAS適合資材。ハンノキの発酵抽出液。
作物の病害に対して予防効果。

植物由来のアミノ酸を含む肥料。とうもろこしの
発酵産物である乳酸やビタミン類を豊富に含む炭
水化物含有肥料。

アミノ酸を約75%配合の粉末液肥。非常に水に溶
けやすく速効性に優れており、低温や日照不足の
悪条件でも効果を発揮。葉面散布におススメ

リン酸数値が高いため、施肥設計時注意

※有機JAS 規格「別表1」の資材。「有機JAS適合資材」かどうかについては、購入先へ問い合わせをお願いいたします

魚エキス入り。チッソが高い成分バランス

魚エキス入り。リン酸を効かしたいときに。

ペレット状で撒きやすい

魚液のアミノ酸資材
有機JAS適合資材

カリ成分は0。カリ蓄積の畑に最適。

甲殻類の殻を粉砕したもので、土壌に撒くと
有用微生物の格好の餌となるため、
土壌の活性化・植物の健康に効果がある 

リン酸数値が高いので施肥設計には
配慮する。生ぬかの油分を取り除いた肥料。

％ ％kg/袋

有機質
由来窒素

有機質
由来原料

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.48

0.45

0.98

0.74

1.6

0.31

0.099

0

0

0

0

1.93

1.15

 

20

20

20

15

20

20

20

20

20

15

20

20

20

20

15

15

20

20

1

20

20

20

20

5.3

6

3

2

6

8

8

6

6

6

6

7

6

10

5

3

3

6

11.5

3

10

6

kg/袋

化学質
由来窒素

チッソ
（N）

リン酸
（P）

カリ
（K）

苦土
（Mg）

カルシウム
（Ca）

kg

容量

％

2

6

3

5

8

5

1

6

5

7

8

10

8

6

7

3

3

0

2

3

5

8

 

％

1

0

0

1

4

3

3

3

0

3

4

6

5

8

5

1

2

0

1

3

5

4

 

％

2

1

1

％

○

○

○

○

○

○

○

○

有機
JAS
別表１※

微量
要素

○

○

○

○

○

○

○

○

リン
過剰
圃場
向き

○

○

○

○

○

○

カリ
過剰
圃場
向き

リ
ン
酸

カ
リ

苦
土

石
灰（
酸
度
矯
正
）

微
量
要
素

肥料
分類 資材名 備考

  過りん酸石灰（粒状）

 BMようりん（粒状）

リンサングアノ

精製塩化カリ

硫酸カリ（粒）

メタリック・K（液体）

硫マグ

葉面マグ

  キーゼライト（粒状）

炭カル

  つくみ苦土石灰（粒）

サンライム（粒状）

FTE1号

マグマンB

ボロンセブン

鮮緑

ケイ鉄

硫酸鉄

カリ型葉面散布剤。果実肥大期、根の生育に効果的

リン酸＋硫酸カルシウム60％

石灰＋マグネシウム＋リン酸

バッドグアノ。フミン酸を豊富に含む(分析例6.35％)

結晶質の肥料なので水に溶かしても濁りは無い。

早効きのカリ肥料

水溶性なので、速効性がある

灌水・葉面散布どちらもOK

酸度矯正の基本肥料

石灰＋マグネシウム

カキ殻石灰。穏やかに効く

葉面散布、かん水施肥で使用する微量要素入り肥料

鉄の補給、酸度矯正

鉄の補給、酸性

速効性のある総合微量要素肥料。
灌水・葉面散布どちらもOK

総合微量要素剤

水溶性でありながら、効果が長く安定的に持続する

ほう素、マンガンは保証成分。効果発現促進材として鉄、
亜鉛、銅、モリブデンを含有。

％

20

20

20

25

20

10

20

10

15

20

20

20

2

20

15

1

5

20

25

2

0.28

0

3

kg

容量 チッソ
（N）

％

17.5

20

27

8

0.23

8

5

1.5

リン酸
（P）

％

60

50

12

0.17

6

6

カリ
（K）

％

12

25

16

24

10

0.65

13

5

15

4

苦土
（Mg）

％

27

30

53

42

46

0.07

38

カルシウム
（Ca）

％

○

4

○

1.31

0.5

26

21

鉄

％

0.2～0.4

○

0.08

0.08

亜鉛

％

○

0.2～0.4

○

0.07

0.04

銅

％

0.5

0.1

19

0.1

8

5

7

マンガン

％

1

0.5

9

0.17

2

7

1

ホウ素

％

○

○

0.04

モリブデン

特
殊
肥
料

※

保
証
成
分
で
は
な
い

肥料
分類 資材名 備考

ぼかし有機Σ

ようこん

米ぬか

100

100

100

0.39

0.45

0.318

土壌の団粒化促進や根域拡大。
散布後土壌混和、10日後に播種・定植可能

発酵済み（ぼかし肥料）なので、施肥後のガス発生
の心配がなく、肥料の効きも早い。
また、団粒化促進も期待できる

有機質
由来原料

％ kg/袋

有機質
由来窒素

0

0

15

15

15

kg/袋

化学質
由来窒素

kg

容量 有機
JAS
別表１※

リン
過剰
圃場
向き

カリ
過剰
圃場
向き

肥料
分類 資材名 備考

OK-F-1号

OK-F-3号

OK-F-17号

液肥1号

液肥2号

リン安液肥720

住友PK液肥

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

有機質
由来原料

％ ％kg/袋

有機質
由来窒素

1.5

1.4

1.2

3

2

1.4

0.2

10

10

10

20

20

20

20

15

14

12

15

10

7

1

kg/袋

化学質
由来窒素

kg

容量

％

8

8

20

6

5

20

12

％

17

25

20

6

8

0

10

％

1

1

1

％

6

4

3.1

○

○

○

○

微量
要素

リン
過剰
圃場
向き

カリ
過剰
圃場
向き

チッソ
（N）

リン酸
（P）

カリ
（K）

苦土
（Mg）

カルシウム
（Ca）

％

2.6

3

2.12

％

3.3

5

4.76

％

2.1

3

1.76

％ ％

チッソ
（N）

リン酸
（P）

カリ
（K）

苦土
（Mg）

カルシウム
（Ca）

微量要素入り
ＰＫ液肥０８６

メーカーに
確認
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